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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯電子機器に設けられた充電端子に接続して当該携帯電子機器に備えられた充電池に
対し充電を行う充電装置であって、
　回転可能に支持された回転主軸と、
　振り回すことにより前記回転主軸を回転させることが可能な長尺部材と、
　前記回転主軸の回転力を受け発電を行うことが可能な発電機と、
　前記充電端子に電気的に接続可能でかつ前記発電機により発生された電力を前記充電端
子を通じて前記充電池に供給可能な接続部と、
　を備え、
　前記長尺部材は、その先端部に錘部を備え、
　前記錘部は、一定の周期で間欠的に発光する発光部を備え、
　前記錘部は、前記発光部に電力を供給する電池と、この電池から前記発光部への給電路
を開閉するスイッチとを備え、
　前記スイッチは、前記長尺部材を振り回すことによって生じる遠心力により前記給電路
を閉成する
　ことを特徴とする携帯電子機器用充電装置。
【請求項２】
　前記スイッチは、前記給電路を開閉できるよう互いに対向して設けられた少なくとも２
つの電気接点を有し、
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　これらの電気接点は、前記長尺部材の延在方向に離間し且つ互いに離れる方向に付勢さ
れる一方、前記長尺部材が振り回されたときに前記遠心力により互いに当接して前記給電
路を閉成する
　ことを特徴とする請求項１に記載の携帯電子機器用充電装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電子機器用充電装置に係り、特に移動端末に接続して発電を行い当該移
動端末への充電を行う充電機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話機に代表される移動端末が普及しつつあるが、かかる移動端末の最も大
きな特徴のひとつは言うまでもなく、時と場所を選ばず屋外においても通信を行うことが
出来る利便性にある。
【０００３】
　一方、屋外においては、商用電源を使用することは通常出来ないから、駆動電力を電池
に頼らざるを得ない。しかしながら、電池により供給できる電力は自ずと限界があり、例
えば長期間に亘って外出するような場合には、電池に蓄えられた電力が無くなったときに
は最早通信を行うことは出来ず、たとえ充電器（充電スタンド）を携帯したとしても、電
源コンセントがなければこれを使用することは出来ない。
【０００４】
　他方、蓄積した電力を消費するだけでなく、携帯中も発電によって電力を生み出し移動
端末に給電が可能な装置の提案がなされている（下記特許文献参照）。
【０００５】
【特許文献１】実用新案登録第３０７６４８１号公報
【特許文献２】特開平１０－３１３９３３号公報
【特許文献３】特開２００３－３３３７９５号公報
【特許文献４】特開２００１－２４７５８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、上記文献記載の充電装置は、持ち歩くことにより振り子や回転体を揺動ある
いは回転させ自然に発電を行うもので、いずれも意識的に充電を行うことを前提としたも
のではない。このため、急速な充電が必要な場合など意識的に充電を行おうとした場合に
は、充電に要する時間や発電効率、装置の操作性の点で必ずしも十分なものとは言えない
。
【０００７】
　特に、移動端末の使用電力量は、ディスプレイの大型化や多機能化に伴い年々増大する
傾向にあり、より充電効率が良く操作性に優れた充電装置の提供が望まれる。
【０００８】
　また、ＰＤＡ（Personal Digital Assistants）や電子手帳、携帯型ゲーム機、携帯型
音楽プレーヤー、携帯型画像再生装置など各種の携帯型電子機器においても同様の問題が
ある。
【０００９】
　したがって、本発明の目的は、上記文献記載の従来の充電装置とは逆に意識的・積極的
に発電を行うことを前提とし、このような装置構成においてより利便性の高い充電装置を
提供する点にある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記目的を達成して課題を解決するため、本発明に係る携帯電子機器用充電装置は、携
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帯電子機器（以下、携帯機器という）に設けられた充電端子に接続して当該携帯機器に備
えられた充電池に対し充電を行う充電装置であって、回転可能に支持された回転主軸と、
振り回すことにより前記回転主軸を回転させることが可能な長尺部材と、前記回転主軸の
回転力を受け発電を行うことが可能な発電機と、前記充電端子に電気的に接続可能でかつ
前記発電機により発生された電力を前記充電端子を通じて前記充電池に供給可能な接続部
とを備える。
【００１１】
　本発明の充電装置は、携帯機器に設けられた充電端子に接続して当該携帯機器に備えら
れた充電池に対し充電を行うものであるが、発電機を備え、この発電機により発生された
電力を、前記充電端子に接続可能な接続部を通じて携帯機器の充電池に供給する。
【００１２】
　使用にあたっては、上記接続部を携帯機器の充電端子に接続し、上記長尺部材を振り回
す。この長尺部材の回転に伴って上記回転主軸が回転し、この回転力を上記発電機が受け
て発電が行われる。発生された電力は、上記接続部を通じて携帯機器の充電池に供給され
る。長尺部材の先端部には、錘部を設けることが好ましい。当該長尺部材を回転させやす
くするためである。
【００１３】
　この錘部には、一定の周期で間欠的に発光する発光部を設けることがある。このような
発光部を設ける理由は次のとおりである。
【００１４】
　所定量の発電電力を得るには、発電機の発電能力や上記回転主軸と発電機の回転軸間の
ギア比等に応じた所定回数だけ回転させる必要があり、またより短時間で充電を行うには
、発電機の回転軸（長尺部材）を高速で回転させる必要がある。しかしながら、上記長尺
部材を振り回し、特に高速で回転させる場合には、回転回数を数えることは煩わしく、目
で追うことが難しくなる。そこで、長尺部材の先端部（錘部）に間欠的に発光する発光部
を設ける。このような発光部を設ければ、長尺部材の回転周期と発光部の発光周期とのず
れ（目の錯覚）によって光（発光部）がゆっくりと回転して見えるようにすることが出来
る。充電操作を行う者は、このゆっくりとした光の回転を目で追って数えれば、容易に高
速回転する長尺部材の回転数を知ることが出来る。
【００１５】
　尚、上記充電装置には、例えば充電量を検知・通知する手段（例えば充電池の電圧レベ
ルを検出してその結果に応じてＬＥＤを点灯させ充電完了を知らせるなど）を設けること
も可能であるが、装置構成がその分複雑となり製造コストの上昇を招く難がある。これに
対し、上記本発明では間欠発光を利用することで、回転数を容易に目視できるようにする
。
【００１６】
　また上記錘部は、上記発光部に電力を供給する電池と、この電池から上記発光部への給
電路を開閉するスイッチとを備えることがあり、当該スイッチは、前記長尺部材を振り回
すことによって生じる遠心力により前記給電路を閉成する。
【００１７】
　このような構成によれば、充電にあたって改めてスイッチ操作を行う必要がなく、長尺
部材を振り回すだけで直ちに回転数を目視により認識しながら充電を行うことが出来る。
【００１８】
　上記遠心力を利用したスイッチの具体的な構成としては、例えば、前記給電路を開閉で
きるよう互いに対向して設けられた少なくとも２つの電気接点を設け、これらの電気接点
が、前記長尺部材の延在方向に離間し且つ互いに離れる方向に付勢される一方、前記長尺
部材が振り回されたときに前記遠心力により互いに当接して前記給電路を閉成するように
構成すれば良い。
【００１９】
　回転主軸と発電機の回転軸とは、変速ギアを介して回転力を伝達可能に接続することが
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望ましい。発電機の回転軸をより高速で回転させ、より短時間に電力を発生させて充電を
行うためである。
【００２０】
　また、かかる変速ギアは、噛合部の表面を含む少なくとも一部が弾性材料により形成さ
れていることが好ましい。回転操作に伴い発生する騒音を低減するためである。
【００２１】
　また、同様の理由から、並びに回転力をよりスムースに発電機に伝達するため、上記回
転主軸、発電機の回転軸、および変速ギアの支持軸のうちの少なくとも一部（より好まし
くは全部）を、ボールベアリングを介して回転可能に支持することが好ましい。
【００２２】
　さらに上記変速ギアとして複数のギアを備え、上記回転主軸と発電機の回転軸との間の
回転速度比を変更可能としても良い。
【００２３】
　このような構成によれば、使用者が有する腕の力や好み、充電の必要性（急いで充電す
る必要があるか）等に応じて操作性を変えることが出来る。例えば、ギア比を大きくする
ことにより、長尺部材１回転あたりの発電機回転軸の回転数を多くし、より短時間に充電
を行うようにすることも出来るし、ギア比を小さくすることによって長尺部材１回転あた
りの発電機回転軸の回転数を少なくし、より小さな力で発電を行うようにすることも可能
である。
【００２４】
　上記長尺部材は、例えば、回転主軸に接続された紐状部材とすることが出来る。
【００２５】
　この場合、当該紐状部材がループ部を備えるようにしても良い。このような構成によれ
ば、いわゆる携帯ストラップと同様に当該ループ部を把持して当該充電装置またはこれと
接続された携帯機器を持ち歩くことが可能となる。
【００２６】
　また、前記紐状部材を巻き取り可能なリール部を設けても良い。これによれば、充電操
作を行わない場合に、当該リール部に紐状部材を巻き取ることで紐状部材が邪魔になるこ
とを防ぐことが出来る。
【００２７】
　また、上記長尺部材は、回転主軸に接続された棒状部材により構成しても良い。
【００２８】
　この場合、当該棒状部材を伸縮自在な入れ子構造とすることが出来る。このような構造
によれば、充電操作を行わない場合に長尺部材を縮めて邪魔にならないようにすることが
出来る。
【００２９】
　また、本発明に係る充電装置は、上記発電機を収納する筐体を備え、当該筐体から突き
出すように上記接続部を設ける場合がある。
【００３０】
　携帯機器（充電端子）に対する着脱の操作性を向上させるためである。特に本発明の接
続部には、充電端子への差込状態でこれを係止するラッチ機構を設けることが出来るが、
このようなラッチ機構を設けた場合にラッチを解除する操作ボタンを接続部の側壁面に設
け、その操作性を高めることが可能となる。
【００３１】
　さらに本発明では、上記発電機を２個以上設けることがある。発電効率を高め、より短
時間に充電を行うことを可能とするためである。この場合、各発電機が前記回転主軸の回
転力を受け同時に発電を行うことが出来るように前記回転主軸に接続される。
【００３２】
　また、前記発電機で発生された電力を蓄える蓄電池をさらに備えるようにしても良い。
この場合、携帯機器への給電は、当該蓄電池から前記接続部を介して行うようにする。
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【００３３】
　本発明に言う携帯電子機器（携帯機器）は、典型的には携帯電話機であるが、これに限
定されるものではなく、例えばＰＤＡ（Personal Digital Assistants）や電子手帳、携
帯型ゲーム機、携帯型音楽プレーヤー、携帯型画像再生装置など各種の携帯可能な電子機
器が含まれる。また、本発明において使用する発電機の種類は特に問わない。また、使用
する発電機の種類に応じて整流回路やコンバータ等を適宜設ければ良い。これらは本発明
の本質的事項ではないから詳しい説明は省略する。
【発明の効果】
【００３４】
　本発明によれば、意識的・積極的に発電を行う携帯機器用充電装置においてその利便性
を向上させることが出来る。
【００３５】
　本発明の他の目的、特徴および利点は、図面に基づいた以下の本発明の実施の形態の説
明により明らかにする。尚、各図中、同一の符号は、同一又は相当部分を示す。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　図１は、本発明の一実施形態に係る携帯機器用充電装置を示すものである。同図に示す
ようにこの充電装置１１は、携帯電話機１の充電端子２に接続し、紐材１２（長尺部材／
紐状部材）を回転させることにより発電を行い携帯電話機１に内蔵された電池パック（充
電池）に充電を行うものである。
【００３７】
　図２は、上記充電装置１１の内部構造を示すものである。この図に示すように充電装置
１１は、筐体１３の内部に、２つの発電機２１ａ，２１ｂと、先端に紐材１２が接続され
て紐材１２が振り回されるとこれに伴い回転する回転主軸１５と、発電機２１ａ，２１ｂ
により発生された電力を蓄積する蓄電池１４と、蓄電池１４に蓄えられた電力を携帯電話
機１に送出する接続コネクタ３１（接続部）とを備える。紐材１２はその先端に錘部４１
を備え、錘部４１の先端には一定の周期で光を放射する発光体（ＬＥＤ）４２を有する。
回転主軸１５および発電機２１ａ，２１ｂの回転軸２２は、いずれもボールベアリング２
３を介して回転可能に筐体１３に支持してある。
【００３８】
　回転主軸１５はギア１６を備え、このギア１６は２つの発電機２１ａ，２１ｂの各回転
軸２２に設けたギア２４ａ，２４ｂとそれぞれ噛み合い、紐材１２および回転主軸１５の
回転は当該ギア１６，２４ａ，２４ｂを介して発電機２１ａ，２１ｂに伝達される。図３
にも示すように（ギア歯は図示せず）回転主軸１５のギア１６は、発電機側のギア２４ａ
，２４ｂより径が大きく、したがって回転主軸１５（紐材１２）の回転運動をより高速に
して発電機２１ａ，２１ｂに伝達して発電を行うことが出来る。また、各ギア１６，２４
ａ，２４ｂは、少なくとも噛合部分を含む表面を弾性材料により形成する（例えば弾性材
料をコーティングしても良いし、ギア自体を弾性部材により形成しても良い）。
【００３９】
　錘部４１を振り回すように紐材１２を回転させると回転主軸１５が回転し、この回転が
２つの発電機２１ａ，２１ｂの回転軸２２に伝達されて両発電機２１ａ，２１ｂにより発
電が行われる。両発電機２１ａ，２１ｂにより発生された電力は、蓄電池１４に蓄積され
、コネクタ３１を通じて携帯電話機１に送出される。発電機は、１つであっても良いし、
図４に示すように３つの発電機２１ａ，２１ｂ，２１ｃを設けることも（この場合、各発
電機のギア２４ａ，２４ｂ，２４ｃを回転主軸１５のギア１６に噛合させる）、さらに発
電機を４つ以上も設けることも可能である。
【００４０】
　また、回転主軸１５と発電機回転軸２２との間のギア比を変更可能に構成することも出
来る。図５はこのような構成の一例を示すもので、この例で回転主軸１５は、径の異なる
３つのギア１６ａ，１６ｂ，１６ｃを備え、これらのギア１６ａ～１６ｃは回転主軸１５
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に沿って上方位置から下方位置に向け順にギア径が小さくなるように配列されている。そ
して、回転主軸１５は上下方向に、また発電機２１ａ，２１ｂは左右方向に両発電機２１
ａ，２１ｂの間隔が広がるようにそれぞれ移動可能に設置するとともに、回転主軸１５と
発電機２１ａ，２１ｂとを連動させ、回転主軸１５を上方に（矢印Ｙ1）移動させるとガ
イド（図示せず）に沿って両発電機２１ａ，２１ｂが互いに近づくように左右方向（矢印
Ｘ1）に移動する一方、回転主軸１５を下方に（矢印Ｙ2）移動させるとガイド（図示せず
）に沿って両発電機２１ａ，２１ｂが互いに離れるように左右方向（矢印Ｘ2）に移動す
るようにして回転主軸１５に設けた各ギア１６ａ，１６ｂ，１６ｃが発電機側の各ギア２
４ａ，２４ｂと噛み合うように構成する。これにより、回転主軸１５と発電機２１ａ，２
１ｂ間のギア比を変更可能とすることが出来る。
【００４１】
　尚、回転主軸１５に設ける径の異なるギアは、２つであっても良いし、４つ以上設ける
ことも可能である。また、前記図２に示した例でも同様であるが、回転主軸１５に設けた
ギア１６，１６ａ，１６ｂ，１６ｃと発電機２１ａ，２１ｂの回転軸２２に設けたギア２
４ａ，２４ｂとの間にさらに１つ以上のギアを介在させて回転の調整を行うようにしても
良い。
【００４２】
　一方、コネクタ３１は、前記図２に示すように携帯電話機１の充電端子２（図１参照）
に差し込むプラグ部３５の両側壁から突出する係止片３３を備えており、プラグ部３５が
充電端子２に差し込まれるとこれらの係止片３３が充電端子２に係止されて充電中に充電
装置１１が携帯電話機１から不用意に外れることが防止される。電話機１から充電装置１
１を外すときには、コネクタ本体部３４の両側壁に設けられた操作ボタン３２を押し込む
ことにより係止片３３がプラグ部３５内に引き込まれ、これによりプラグ部３５を充電端
子２から引き抜くことが可能となる。
【００４３】
　また図６は、前記紐材１２の先端に設けた錘部４１の内部構造を拡大して示すものであ
る。この図に示すように錘部４１は、ＬＥＤ（発光ダイオード）４２と、ＬＥＤ４２に電
力を供給する電池４３と、電池４３からＬＥＤ４２に電力を供給する給電路（図示せず）
を開閉するスイッチ４４とを備える。
【００４４】
　スイッチ４４は、紐材１２の先端に接続されたロッド４５と、このロッド４５の先端に
固定され錘部４１の筐体４７内に摺動可能に収容されたスイッチ板４６とを有する。スイ
ッチ板４６と、錘部４１の筐体底面の内部側には、互いに対向するように電気接点４８ａ
，４８ｂを設けてあり、ロッド４５が引き出されてスイッチ板４６が筐体底面４７ａに進
行すると（図の左方）、これら電気接点４８ａ，４８ｂ同士が当接してスイッチ４４が閉
成される。スイッチ板４６は、筐体底面４７ａとの間に設けたバネ４９により錘部４１の
先端方向（図の右方）に付勢されており、これにより紐材１２を回していない状態では両
電気接点４８ａ，４８ｂは互いに離間し、スイッチ４４が開成されて（オフとなって）い
る。
【００４５】
　一方、紐材１２（錘部４１）を振り回すと、錘部４１の自重によって錘部４１に遠心力
が作用し、この遠心力によって錘部４１の筐体４７が外方（矢印Ｘ5方向）に移動してス
イッチ板４６がバネ４７の付勢力に抗して筐体の底面４７ａに向け相対的に進行し、電気
接点４８ａ，４８ｂが接触してスイッチ４４がオンとなる。これにより電池４３からＬＥ
Ｄ４２に電力が供給され、ＬＥＤ４２が発光する。
【００４６】
　ＬＥＤは、図示しない回路により一定の周期で発光するようにしてある。これは次の理
由による。
【００４７】
　より短時間に充電を行うことを可能とするため、紐材１２は先端に錘部４１を設け高速
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で回転させることが出来るようにすることが望ましい一方で、紐材１２を高速で回転させ
るとその回転回数を数えることが難しく或いは煩わしくなる。例えば、所定回数（例えば
１００回）回転させれば必要な発電量が得られるよう当該充電装置１１を構成した場合に
、使用者は操作中に自分が紐材１２を何回回したか分からなくなりやすい。そこで、本実
施形態では、ＬＥＤ４２を一定の周期で間欠的に発光させることにより目の錯覚を利用し
て回転回数を使用者が目視により容易に把握できるようにする。
【００４８】
　すなわち、図７は紐材１２（ＬＥＤ４２）の回転回数（上側の線図）とＬＥＤ４２の発
光のタイミング（下側の線図）を示すものであるが、ＬＥＤ４２の回転周期とずれるよう
にＬＥＤ４２を発光させれば（符号Ｓは発光のタイミングを示す）、実際に紐材１２は高
速で回転しているにもかかわらず、光ったＬＥＤ４２がゆっくりと回転しているように見
える。図示の例では、紐材１２の回転周期よりＬＥＤ４２の発光周期ｔ0を遅くしてあり
、紐材１２が１０回転するごとに紐材１２の回転方向にＬＥＤ４２が１回回転するように
見えることとなる。したがって、使用者はこのゆっくり（紐材１２の約１０分の１の速度
で）回転する光（ＬＥＤ４２）の回転回数を数えれば済むこととなる（例えば紐材１２／
回転主軸１５を１００回転させる必要がある場合には、ＬＥＤ４２が１０回回転するのを
目で追って数えれば良い）。
【００４９】
　尚、回転速度（回転周期）は、使用者の回転力の加え方によっても変わってくるが、紐
材１２の長さや錘部４１の重量が決まればおおよその回転周期が決定される。この回転周
期から外れるようにＬＥＤ４２の発光周期ｔ0を設定すれば良い。また、ＬＥＤ４２の発
光周期をずらすには、上記例とは逆に、紐材１２の回転周期よりＬＥＤ４２の発光周期ｔ
0を速くしても良く、これによれば紐材１２の回転方向とは逆方向にＬＥＤ４２がゆっく
り回転するように見えることとなる。
【００５０】
　さらに図８に示すように紐材１２にループ部１２ａを設けても良く、これによれば当該
ループ部１２ａに手を入れて充電装置１１やこれに接続された携帯電話機１を下げて持ち
歩くことが可能となる。
【００５１】
　図９Ａおよび図９Ｂは、長尺部材の別の構成例を示すものである。この例では、前述の
ような柔軟な紐状の部材１２ではなく、棒状のロッド材（棒状部材）６２により回転主軸
１５を回す長尺部材を構成した。ロッド材６２は、回転主軸１５に対して略直交するよう
に延在してこれを振り回すことにより回転主軸１５を回転させることを可能とする。また
ロッド材６２は、入れ子構造を有し、伸縮が可能である。使用時には、図９Ａに示すよう
に引き伸ばして錘部４１を振り回すように回転させる。使用しないときには、図９Ｂに示
すようにロッド材６２を押し縮めておけば携帯するときに邪魔にならない。
【００５２】
　上記実施形態に係る充電装置の利点を纏めて述べれば次のとおりである。
（１）回転主軸と発電機の回転軸をボールベアリングを介して支持するとともに、各ギア
表面を弾性材料により形成したから、充電操作中の騒音が少なく静かに充電を行うことが
出来る。
（２）発電機を２つ備えるから、発電能力が大きく短時間で充電を行うことが出来る。
（３）間欠発光するＬＥＤにより何回転させたか容易に目視することができ、充電が十分
であるか知ることが出来る。この場合、紐材を回すだけでＬＥＤのスイッチが自動的にオ
ンとなり、回転を止めれば自動的にオフとなり、ＬＥＤをオンオフするスイッチ操作が不
要である。
（４）携帯電話機との接続はケーブル等によらず、装置筐体から突出した接続コネクタに
よるから、携帯電話機と充電装置が一体化され、紐材の回転（充電）の操作性が良い。ま
た着脱の操作性にも優れる。
【００５３】
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　以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明はこれに限定されるものではな
く、特許請求の範囲に記載の範囲内で種々の変更を行うことができることは当業者に明ら
かである。例えば、長尺部材から発電機への回転力の伝達機構は、図示の例のほかにも様
々に変更が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明の一実施形態に係る携帯機器用充電装置を示す外観図である。
【図２】前記実施形態に係る充電装置の内部構造を拡大して示す断面図である。
【図３】前記実施形態の充電装置における回転力の伝達機構を模式的に示す平面図である
。
【図４】前記実施形態の変形例に係る回転力の伝達機構を模式的に示す平面図である。
【図５】前記実施形態の変形例に係る回転力の伝達機構を示す側面図である。
【図６】前記実施形態の充電装置が備える錘部の内部構造を拡大して示す断面図である。
【図７】前記実施形態の充電装置における紐材の回転回数とＬＥＤの発光タイミングとの
関係を例示する線図である。
【図８】前記実施形態における紐材の別の構成例を示すものである。
【図９Ａ】前記実施形態における長尺部材の別の構成例（充電操作時）を示すものである
。
【図９Ｂ】前記実施形態における長尺部材の別の構成例（非操作時）を示すものである。
【符号の説明】
【００５５】
　　１…携帯電話機
　　２…充電端子
　１１…携帯機器用充電装置
　１２…紐材（長尺部材）
　１３…充電装置筐体
　１４…蓄電池
　１５…回転主軸
　１６，１６ａ，１６ｂ，１６ｃ，２４ａ，２４ｂ…ギア
　２１ａ，２１ｂ…発電機
　２２…発電機の回転軸
　２３…ボールベアリング
　３１…接続コネクタ
　４１…錘部
　４２…発光体（ＬＥＤ）
　４３…電池
　４４…スイッチ
　４８ａ，４８ｂ…電気接点
　６２…ロッド材（長尺部材）
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